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★伊藤園を通じて理解するCSR

　【解説】

　「経営におけるCSRの活用」

本業CSR
　
　今、多くの企業がCSRを取り入れる
動きがありますが、笹谷氏はそもそも
CSR（Corporate Social Responsi-
bility）という言葉からして分かりにく
いと指摘しています。日本では「企業の
社会的責任」と訳されていますが、「責
任」という単語にしたところに分かり
にくさがあると言っています。レスポ
ンス（反応する）アビリティ（能力）と
いう能動的な意味が受身的に取られて
しまい、CSRという言葉が独り歩きを
して「環境」「法令順守」「慈善活動」など
定義がバラバラになってしまったと指
摘しています。
　こうした状況の中で伊藤園が取り
組んでいるのが「本業CSR」です。これ
は本業（事業）を通じてCSR活動を実践

するというもので、単純な社会貢献や
奉仕活動などとは一線を画します。伊
藤園は持続可能な社会・環境の実現に
貢献できるよう「環境にやさしい企業」

「人にやさしい企業」「社会にやさしい
企業」を目指しています。
　 笹 谷 氏 は2010年 の 国 際 規 格ISO
26000「社会的責任に関する手引」に
よって、世界で初めて「社会的責任」が
定義されたと述べています。具体的に

は「組織が法令を遵守して関係者の意
見を良く聞きながら、本業を活用して
社会に貢献する、社会・環境の持続的可
能性に貢献するための活動」と定義し
ています。
　これはまさに、日本に昔からあった
近江商人の「売り手よし、買い手よし、
世間よし」の「三方よし」に準じます。伊
藤園はこのISO26000を羅針盤に本
業を活用したCSRを実践することで、
持続的な経営を目指しているのです。

「トリプルS理論」で企業価値創造

　また、伊藤園ではハーバード大学教
授のマイケル・E・ポーター氏が提唱し
たCSV（Creating Shared Value）と
いう考え方を取り入れています。
　これは社会的価値を創造することで
経済的価値を創造できるという一つ
の戦略論で、①「製品を見直す」②「バ
リューチェーンの生産性を再定義す
る」③「企業が拠点を置く地域を支援す
る産業クラスターをつくる」の3つの
方法があると言われています。たとえ
ば伊藤園の場合、③の方法により茶生

産者を支援して質の高い茶を作ること
で、生産者の安定的な生活や収入に寄
与するとともに、伊藤園も良質な茶葉
を確保できるというようにwin-winの

「クラスター」を作っています。
　ただし、こうして良い仕組みをつ
くっても、社員の理解やスキルがなけ
れば機能しません。そこで、伊藤園は
ESD（Education for Sustainable 
Development＝持続可能な開発のた
めの教育）を行い、持続可能な社会を支
える担い手づくりを実践しています。
このように、CSR、CSV、ESDを用い
た「トリプルSの理論」で企業価値の創
造に取り組んでいます。

肌で感じ取ってきた日本人

　ところで「CSR」という言葉は、最近
になってよく聞くようになりました
が、その背景を皆さんはご存知でしょ
うか。米国では2000年代前半に、エン
ロン事件とワールドコム事件というと
んでもない事件が発生してしまいまし
た。不正会計による大型倒産で、これ
に関与していた超大手監査法人アー

サー・アンダーセンも解散させられま
した。これで、上場企業の数字さえも信
頼できないと米国の株式市場は揺らぎ
ました。
　利益市場主義、短期志向の企業への
信頼が低下し、グローバルな投資家も
利益だけでなく、いかに企業が社会に
貢献しているかという視点（定性評価）
で企業を評価するようになったので
す。米国企業の影響を大きく受ける日
本企業でCSRの取り組みが表立ってき
たのは2003年頃からです。つまり、日
本のCSRは米国を追随し、「株式市場の
外部評価の圧力」によって生まれてき
たと言えます。
　しかし、笹谷氏が指摘するように、日
本には近江商人の「三方よし」の伝統
がありました。欧米人は巡り巡ってこ
の考え方にたどり着き、理論化をして
きました。一方、日本人は、なかなか理
論化できないものの、それを肌と感覚
で感じ取って昔から実践してきたので
す。欧米人は狩猟民族ですから、世界の
市場からさまざまな資源をむしり取っ
てきました。一方、日本人（もしくはア
ジア人）は、山、森、川など自然を大切

にして共存してきたのです。世界が狭
くなり、欧米人は搾取する資源がなく
なったとやっと気付いたのです。日本
人は本質的に経営の大切なものを分
かっていたのでした。

中小企業にも大切なCSR

　CSRの取り組みの重要性は大企業に
限る話ではありません。大企業の取り
組みが進むにつれて、中小企業の取引
先にも同様の取り組みを求めてくるよ
うになります。つまり、たとえば、法令
遵守の観点からCSRを実践していない
企業とは取引が出来なくなるというこ
とが起こってくるのです。
　一方、中小企業にもメリットがあり
ます。CSRにきちんと取り組むことで、
ブランドイメージの醸成が期待できま
す。また、CSRの取り組みにより法令
遵守やリスク管理をきちんと行えるよ
うになります。CSRは中小企業の企業
戦略としても活用することができるの
です。
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